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7 ば / ど め だ に 

本 ドキ ュ メ ント で は 、 FOMA 端 末 と 外部 機器 と の 間 を USB イ ンタ フェ ー ス で 接続 する 機能 に つい て 記載 する 。 
本 機能 に より 、 外部 機器 に て 、 高 速 デ ー タ 通信 、 音 声 通 話 (USB ハ ンズ フリ ー) 、 デ ー タ 通信 と 音声 通話 の マル 
チア クセ ス 、OBEX 等 の サー ビス が 利用 可能 と な る 。 

本 ドキ ュ メ ント は USB レ イヤ に 限定 し て 記載 し て お り 、 各 機能 の 上 位 プ ロト コル ・ 機 能 に つい て は 記載 し な い 。 
な お 、 各 FOMA 端 末 に 実際 に 搭載 され て いる サー ビス の 有無 に より 、 本 ドキ ュ メ ント に 記載 され て いる 機能 の 全 
部 、 ま た は 一 部 が 使用 で き な い 場合 が ある 。 ま た 、 本 ドキ ュ メ ント に 記載 され た 内 容 は 、 今 後 の 標準 化 や 機能 
追加 に より 変更 され る 可能 性 が ある 。 


2 参考 施 
本 ドキ ュ メ ント に て 参照 し て いる 仕様 書 等 を 以下 に 示す 。 
[1] MCPC GL-004 MCPC USB Implementation Guideline -Overview- Ver.1.0 
[2| MCPC GL-005 MCPC USB Implementation Guideline -Technical Specification- Ver.1.0 
[3] Universal Serial Bus Specification, revision 2.0 
[4] Universal Serial Bus Class Definittions for Communication Devices Ver.1.1 
[5] Universal Serial Bus Class Definittions for Audio Class Devices 
[6] ARIB TR-T12-27.A01 Ver.3.1.0 
[7Z] FOMA USB ハン ズ フ リー を 利用 する た め の 技 術 参考 資料 第 1.0 版 


3 郁 変 ・ 友 与 
本 ドキ ュ メ ント で 使用 する 略語 ・ 記 号 を 以下 に 示す 。 


TE : Terminal Eduipment 
MT : Mobile Terminall 
TA : Terminal Adaptor 


ARIB : ASSociation of Radio Industries and BusinesseS 
CDC :Communication Device Class 
ADC :AudiO Device Class 


UART  :Universal Asynchronous Receiver Transmitter 
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2 物 玉 九 突 な 
4.1 機器 構成 
本 仕様 に お ける 基本 的 な 機器 構成 を 図 4.1-1 に 示す 。 


IMT-2000 携帯 電話 用 コネ クタ A 


IMT-2000 
エア イン タフ ェ 綱 
FOMA USB ー ズ 


USB ホス ト 、 USB デバ イス 
ケー ブル 等 


4.1-1 機器 構成 


携帯 電話 は USB デバ イス で あり 、 外部 機器 は USB ホス ト で ある 必要 が ある 。 USB ホス ト 、USB デバ イス 、 
ホス トー デバ イス 間 の 信号 フォ ー マ ッ ト 、 基本 的 な プロ トコ ル 等 に つい て は [3] を 参照 する こと 。 


4.2 コネ クタ 形状 
携帯 電話 側 で 使用 する コネ クタ (IMT-2000 携帯 電話 用 コネ クタ A) の コネ クタ 形状 略図 を 図 4.2-1 に 示す 。 
詳細 は 、[6] を 参照 。 


RF Coaxial 


4.2-1 コネ クタ 形状 略図 


Copyright@⑥ 2004-2008, NTT DoCoMo, Inc. All Rights Reserved. 6 


FOMA USB イン タフ ェ ー ス を 利用 する た め の 技 術 参 考 資 料 第 1.1 版 


4.3 USB 端子 配置 


コネ クタ の 端子 配置 を 表 4.3-1 に 示す 。 


表 4.3-1 USB 端子 配置 


Pin NAME Direction NOTE 
No 外部 機器 、 携 帯電 

1 | GND (USB GND) ーー 

2 | USB D+ ここ ご >>> 

3 | USB D- ここ < ご >>> 

4 | USB VBUS >>> 

5 | Power SuDpDply ッ >>> 

6 | Reserved Not Defined 

7 | Reserved Not Defined 

8 | Manufacturer Specific >> ッ > 

9 | Reserved Not Defined 

10 | GND ーー 
RF | RF TRX こく くく >> ッ > Coaxial 
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5 ノ パパ ププ グ ルー プ 
5.1 念 

携帯 電話 内 部 に は MT 機能 部 と 複数 の TA 機能 部 が 存在 し 、 各 TA 機能 部 は TE と 論理 的 に 1 対 1 で 接続 
され る 。 

携帯 電話 と 外部 機器 を USB で 接続 し た 場合 、 外部 機器 (USB ホス ト ) は 複数 の TE 機能 を 持つ こと が で きる 。 
この 場合 の 移動 機 と 外部 機器 の 論理 的 構成 例 を 図 5.1-1 に 示す 。 図 中 の USB Interface の 数 、TA 機能 部 の 
数 は 一 例 と し て 示し て いる 。 


TA 機能 一 ーー 
MT 機能 計 
TA 機能 部 


TA 機能 部 ーーーーー 


| | パイ ブ グ ルー プ 


mm USB ITtGTT4CG 


USB Host 


5.1-1 携帯 電話 と 外部 機器 の 論理 的 構成 例 (USB 接続 の 場合 ) 
パイ プ グ ルー プ と は 、 一 つの TA 機能 部 と 一 つの TE を 接続 する USB Interface を 束ね た も の で ある 。 USB 


Interface に は 、Communication Class Interface と Data Class Interface 等 が ある 。 以下 で は パイ プ グ ルー プ 、 
Communication Class Interface、 Data Class Interface に つい て 説明 する 。 
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5.2 パイ プ グ ルー プ の 構成 

パイ プ グ ルー プ は 、 1 個 の Communication Class Interface と 02 個 の Data Class Interface 等 か ら 構 成 
され る 。 Communication Class Interface で は 、 機 能 制御 信号 が 送受 され 、Data Class Interface で は ユー ザ 
デー タ の 送受 が 行わ れる 。 

Data Class Interface が 1 個 の 場合 の パイ プ グ ルー プ の 概念 図 を 、 図 5.2-1 に 示す 。 


USB Host 


USB Device 8 能 音 


Control 


介 還 記 謙 計 
MT 機能 部 


5.2-1 パイ プ グ ルー プ の 概念 図 
5.2.1 パイ プ グ ルー プ の Type 


以下 で は 、 パ イプ グル ー プ の 主 な Type を 説明 する 。 Type は 、Data Class Interface の 数 と 、 エ ンド ポイ ント 
の 転送 タイ プ に よっ て 分 類 さ れる 。 各 Type の 詳細 に つい て は [2] を 参照 の こと 。 
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5.2.1.1 TypeAB-1 
Data Class Interface を 2 つづ 持つ Type で ある 。 図 5.2-2 に Type AB-1 の Interface 構成 図 を 示す 。 


TA 機能 部 


95 Control 
Communication 


Class 


InterruDt IN 
Interface P 


Bulk IN 
Data Class Interface 
for bulk p Bulk OUT 


Data Class Interface lsochronous IN 


for iSochronous lsochronous OUT 


5.2-2 Type AB-1 の Interface 構成 


5.2.1.2 Type AB-2 
bulk 転送 用 Data Class Interface を 1 つ 持 つ Type で ある 。 図 5.2-3 に Type AB-2 の Interface 構成 図 を 
示す 。 


TA 機能 部 TE 


Communication 
Class 
Interface 


Data Class Interface 
for bulk 


5.2-3 Type AB-2 の Interface 構成 
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5.2.1.3 Type AB-5 
Communication Class Interface の み を 持つ Type で ある 。 図 5.2-4 に Type AB-5 の Interface 構成 図 を 示 
す 。 


TA 機能 部 TE 


Communication 


Class Interface 


5.2-4 Type AB-5 の Interface 構成 


5.2.1.4 TypeAB-6 
Communication Class Interface と Audio Class Interface を 持つ Type で ある 。 図 5.2-5 に Type AB-6 の 
Interface 構成 図 を 示す 。 


TA 機能 部 


2) Control 
Communication 


Class Interface Interrupt IN 


Audio Control 


Interface[5] 


Audio Streamind 
Interface[5] 


Audio Streaming | ISOchronous OU 


Interface[5] 


5.2-5 Type AB-6 の Interface 構成 
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5.2.2 Mode 

Mode は 、 各 パイ プ グ ルー プ が 実装 する 機能 を 定義 する 。 1 つの パイ プ グ ルー プ が 複数 の Mode を 実装 する 
場合 も ある 。 以下 で は 、 各 Mode の 扱う デー タ の 種類 や エン ド ポ イン ト の 転送 タイ プ を 記載 する 。 転送 タイ プ に 
つい て は 、[3] を 参照 。 

な お 、 各 パイ プ グ ルー プ ブ が 実装 する 機能 を 実際 に 使用 する た め に は 、8 章 で 説明 する USB Request の 1 つ 
(ACTIVATE_MODE) に よっ て 、 使 用 し た い Mode を 有効 (Activate) に する 必要 が ある 。( シ ー ケ ンス は 9.1.3 
章 参 照 ) 


5.2.2.1 Modem mode 
Modem mode は 、Modem を 使用 する 場合 の Mode で ある 。 表 5.2-1 に Modem mode の Interface 構成 
を 示す 。 


表 5.2-1 Modem mode の Interface 構成 
Interface 名 転送 タイ プ デー タ の 内 容 


Communication 


AT コマ ンド 
Class Interface 
5 が 学 ー タ 
Data Class Interface Bulk 転送 W 5 
お よび AT コマ ンド 


この Mode の 実装 が 可能 な パイ プ グ ルー プ :Type AB-1、AB-2 


5.2.2.2 AT command control mode 

USB ハン ズ フ リー を 用 いる 場合 に 使用 する Mode で ある 。 表 5.2-2 に AT command control mode の 
Interface 構成 を 示す 。 USB ハン ズ フ リー に つい て は [7] を 参照 する こと 。 

た だ し 、 各 FOMA 端末 に USB ハン ズ フリ ー 機 能 が 実装 され て いる か どう か は 、 カ タロ グ や 取扱 説明 書 を 参 
照 す る こと 。 FOMA 端末 が AT command control mode を 持っ て いた 場合 で も 、 上 位 サ ービス と し て USB ハン 
ズ フ リー 機能 を 実装 し て いな い 場 合 が ある 。 


表 5.2-2 AT command control mode の Interface 構成 
Interface 名 転送 タイ プ デー タ の 内 容 


Communication 


AT コマ ンド 


Class Interface 


この Mode の 実装 が 可能 な パイ プ グ ルー プ :Type AB-1、AB-2、AB-5、AB-6 
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5.2.2.3 Object exchange mode 
Object exchange(OBEX) プ ロト コル を 使用 する 場合 の Mode で ある 。 表 5.2-3 に Object exchange mode 
の Interface 構成 を 示す 。 


表 5.2-3 Object exchange mode の Interface 構成 
Interface 名 転送 タイ プ デー タ の 内 容 
Communication 


Class Interface 
Data Class Interface bulk 転送 OBEX フレ ー ム 


この Mode の 実装 が 可能 な パイ プ グ ルー プ :Type AB-1、AB-2 
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5.3 Interface・Mode の 構成 例 
パイ プ グ ルー プ を 3 つ 持 ち 、 そ れ ぞ れ Modem mode、Object exchange mode、AT command control 
mode を サポ ー ト する 場合 の Interface、Mode の 構成 例 を 図 5.3-1 に 示す 。 


Configuration 


Interface0 


パイ プ グ ルー プ 1 
(Type AB-1) 


Communication Class Interface (At.0 ControlInterrupt IN #1) 
Interface1 


[Modem mode] 


Interface2 


還 Data Class Interface (Alt.0 - zero bandwidth) 
Data Class Interface (Alt.1 ISochronous IN #4 7/ Isochronous OUT 記 ) 


| 座 


Data Class Interface (Alt.0 Bulk IN #2 / Bulk OUT # お 3) 


パイ プ グ ルー プ 2 
(Type AB-2) 


Communication Class Interface (AIt.0 Control / Interrupt #6) 


Data Class Interface (AIt.0 Bulk IN #7 / Bulk OUT # お 8) 


ニニ ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニー ニーーー ニ ーー ニニ ニー ここ ニー ニー ニー ニー テニ テニ ニニ ニニ ここ ニコ ーー コニー ニー ニ ビ ニー ニー ニー ニー ニー ニー 


[Object exchange 
mode] 


パイ プ グ ルー プ 3 
(Type AB-5) 


・ し Interface5 
Communication Class Interface (AI.0 ControInterrupt IN #9) 


[AT command 
control mode] 


5.3-1 Interface 、Mode の 構成 例 
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6 /eSsc/77D7O/ 

FOMA 端末 に 実装 され て いる 主 な Descriptor を 記載 する 。 

表 の 値 に 「OxNN」「OxNNNN」 と 記載 され て いる 項目 は 、USB Interface 構成 、 エ ンド ポイ ント の 構成 等 に より 、 
FOMA 端末 の 機種 に よっ て 異な る 項目 で ある 。 


6.1 USB Specification 準拠 の Descriptor 
USB Spec[3] に 記載 され て いる Descriptor の うち 、FOMA 端末 に 実装 され て いる 主 な Descriptor の 概要 を 
説明 する 。 詳細 は 、[3] を 参照 する こと 。 


6.1.1 Device Descriptor 
USB デバ イス は 、( ひ と つの )Device Descriptor を 有する 。Device Descriptor に は 、USB デバ イス の 情報 
(デバ イス 構成 等 ) が 定義 され て いる 。 表 6.1-1 に Device Descriptor の 詳細 を 示す 。 


表 6.1-1 Device Descriptor 


Offset Field Size Value Description 
0 bLength 1 0x12 Descriptor Size 
1 DDescriptorType 1 0x01 Device Descriptor 
2 bcdUSB 2 0x0200 | USB Rev 
4 bDeviceClass 1 OxNN Device Class 
5 DDeviceSubClass 1 OxNN Device Subclass 
6 bDeviceProtocol 1 OxNN Protocol Code 
エン ド ポ イン ト 0 の 最大 packet 
7 bMaxPacketSize0 1 OxNN 
サイ ズ 
8 idVendor 2 OxNNNN | Vendor ID 
10 idProduct 2 OxNNNN | Product ID 
USB 部 分 の ファ ー ム ウェ アバ ー ジ 
12 bcdDevice 2 OxNNNN 
ヨン 
製造 業者 の 名 前 を 示す String 
14 iManufactuer 1 0x01 
Descriptor の Index 
製品 の 名 前 を 示す Sitring 
15 iProduct 1 0x02 
Descriptor の Index 
に IMEI 番号 を 示す Sitring 
16 iSerialNumber 1 0x03 
Descriptor の Index 
17 DNumConfigurations 1 OxNN Configuration の 数 
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GL004[1] 、 GLO05[2] に 準拠 する USB デバ イス で ある 場合 、 bDeviceClass 、 bDeviceSubClass 、 
bDeviceProtocol の 値 は 0xFF で ある 。 


6.1.2 Configuration Descriptor 

Configuration Descriptor は USB デバ イス の Configuration 情報 を 示す 。 

「pConfigurationValue」 は 、 各 Configuration の ID 番号 で ある 。 USB ホス ト が 使用 し た い Configuration を 
指定 する 場合 に は 、「SetConfiguration」Request に より 「bConfigurationValue」 の 値 を 指定 する 。 な お 、 こ の と 
き の USB デバ イス の 状態 を "Configured" 状 態 と 呼ぶ (7.1.1 章 お よび 9.1.2 章 参 照 )。 表 6.1-2 に 


Configuration Descriptor を 示す 。 


表 6.1-2 Configuration Descriptor 


Offset Field SiZe Value Description 

0 bLength 1 0x09 Descriptor Size 

1 bDescriptorType 1 0x02 Configuration Descriptor 

の wTotalLength 2 OxNNNN | 本 Configuration の Descriptor の 
Size 

4 DbNumlnterfaces 1 OxNN Interface 数 

5 DConfigurationValue 1 OxNN Configuration の ID 番号 

6 iConfiguration 1 OxNN Configuration の 名 前 Index 

bmAttributes 1 OxNN | USB デバ イス へ の 電源 供給 方 法 
リモ ー ト ウェ イク アッ プ 機 能 の 有無 

8 MaxPower (| OxNN | バス か ら の 消費 電流 


bmAttributes の 値 が OxEO の 場合 は 「Self-powered」 か つ 「 リ モー トウ ェ イ クア ッ プ 有り 」 で ある こと を 、 
0xC0 の 場合 は 「Self-powered」 か つ 「 リ モー トウ ェ イ クア ッ プ 無し 」 で ある こと を 示す 。 


6.1.3 Interface Descriptor 

Interface Descriptor は Interface に 関す る 情報 を 持つ Descriptor で ある 。 Configuration の 構成 要素 の 一 つ 
で あり 、 各 Configuration に は 最低 1 つの Interface Descriptor が 含ま れる 。 

表 6.1-3 に Interface Descriptor を 示す 。 
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表 6.1-3 Interface Descriptor 


Offset Field SiZe Value Description 
0 bLength 1 0x09 Descriptor Size 
1 DDescriptorType 1 0x04 Interface Descriptor 
2 blInterfaceNumber 1 OxNN Interface 番号 
3 bAlternateSetting 1 OxNN | 代替 設定 値 
4 bNumEndpoints 1 OxNN | 使用 エン ド ポ イン ト 数 
5 blInterfaceClass 1 OxNN Interface Class 
6 blInterfaceSubClass 1 OxNN Interface Subclass 
7 bInterfaceProtocol 1 OxNN Protocol Code 
8 iInterface 1 OxNN Interface 名 


blInterfaceClass の 値 が 0x02 の 場合 は 「Communication Class Interface」、0xO0A の 場合 は 「Data 
Class Interface」 で ある こと を 示す 。 


6.1.4 Endpoint Descriptor 

Endpoint Descriptor は 、USB Interface 内 に 存在 する バッ ファ を 説明 する Descriptor で ある 。 

な お 、EndpointO は 、Endpoint Descriptor を 持た な い (Device Descriptor の 情報 に 含ま れる た め ) 。 表 
6.1-4 に Endpoint Descriptor を 示す 。 


表 6.1-4 Endpoint Descriptor 


Offset Field Size Value Description 
0 bLength 1 0x07 Descriptor Size 
1 DDescriptorType 1 0x05 Standard Endpoint Descriptor 
2 bEndpointAddress 1 OxNN | エン ド ポ イン ト 番 号 : 転送 方 向 
IN/OUT 
bmAttributes 1 OxNN 転送 タイ プ 
4 wMaxPacketSize 2 0xNNNN | 最大 パケ ッ ト サ イズ 
blInterval | OxNN 転送 間隔 


bmAttributes の 値 が 0x01 の 場合 は 「lsochronous 転送 」 を 、0x02 の 場合 は 「Bulk 転送 」 を 、0x03 の 
場合 は 「Interrupt 転送 」 を 示す (転送 方 向 が OUT の 場合 )。 
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6.2 USBCDC 準拠 の Descriptor 
CDC[4] に 記載 され て いる Descriptor の うち 、FOMA 端末 に 実装 され て いる 主 な Descriptor の 概要 を 説明 す 
る 。 詳細 は 、[4] を 参照 する こと 。 


6.2.1 Header Functional Descriptor 

Communication Interface Class の Descriptor の ひと つ で ある 。 表 6.2-1 に Header Functional Descriptor 
を 示す 。 

「bcdCDC」 フ ィ ー ル ド は 、Interface と Descriptor が 準拠 する CDC[41 の バー ジョ ン を 示す 。 例え ば 、bcdCDC 
の 値 が 0x0110 の 場合 、CDC バー ジョ ン 1.1 準拠 で ある こと を 示し て いる 。 


表 6.2-1 Header Functional Descriptor 


Offset Field SiZe Value Description 
0 DFunctionLength 1 0x05 Descriptor SiZe 
1 DDescriptorType 1 0x24 Class SDecific Interface 
DeSCcriptOr 
2 DDescriptOrSubType 1 0x00 Header Functional Descriptor 
3 bcdCDC 2 OxNNNN | CDC バー ジョ ン 


6.2.2 Call Management Functional Descriptor 
Call Management Functional Descriptor は 「Communication Class Interface」 に お ける 呼 制御 に つい て 記 
述 さ れ て いる Descriptor で ある 。 表 6.2-2 に Call Management Functional Descriptor を 示す 。 


表 6.2-2 Call Management Functional Descriptor 


Offset Field SiZe Value Description 

0 DFunctionLength 1 0x05 Descriptor SiZe 

1 DDescriptorType 1 0x24 Class SDecific Interface 
Descriptor 

2 DDescriptOrSubType 1 0x01 Call Management Functional 
DeSCcriptor 

3 bmCapabilities 1 0xNN Capabilities (この パイ プ グ ルー プ 
が サポ ー ト する 呼 制御 方 法 ) 

4 bDatalnterface 1 OxNN 呼 制 御 を 行う Data Class 
Interface 番号 


bmCapabilities の 値 が 0x03 の 場合 は 、「Data Class Interface」 と 「Communication Class Interface」 の 両 
方 で AT コマ ンド 転送 可能 で ある こと を 示す 。( た だ し 、 こ の 場合 で も 、「Data Class Interface 」 と 
「Communication Class Interface」 で サポ ー ト する コマ ンド は 異な る 場合 が ある 。 ) 
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6.2.3 Abstract Control Management Functional Descriptor 

Abstract Control Management Functional Descriptor は Communication Class Interface で サポ ー ト する 
コマ ンド を 定義 する Descriptor で ある 。 この Descriptor は Communication Interface Class の Descriptor の 
ひと つ で ある 。 表 6.2-3 に Abstract Control Management Functional Descriptor を 示す 。 


表 6.2-3 Abstract Control Management Functional Descriptor 


Offset Field Size Value Description 
0 DFunctionLength 1 0x04 Descriptor Size 
1 DDescriptOorType 1 0x24 Class Specific Interface Descriptor 
2 DDescriptOrSubType 1 0x02 Abstract Control Management Functional 
Descriptor 
3 bmCapabilities 1 OxNN | Capabilities( こ の パイ プ グ ルー プ が サポ ー ト 
する USB Reduest、 Notification) 


bmCapabilities の 値 が 0x06 の 場合 、「Send_Break」「Set_Line Coding」「Set_Control Line_State」 の 
Request、「Serial State」 の Notification を サポ ー ト する こと を 意味 する 。 


6.2.4 Union Functional Descriptor 
Union Functional Descriptor は 、 パ イプ グル ー プ を 構成 し て いる 複数 の Interface を 定義 する Descriptor で 
ある 。 こ の Descriptor は 、Communication Interface Class の Descriptor の ひと つ で ある 。 表 6.2-4 に Union 


Functional Descriptor を 示す 。 


表 6.2-4 Union Functional Descriptor 


Offset Field Size Value Description 
0 DFunctionLength 1 OxNN Descriptor Size 
1 DDescriptorType 1 0x24 Class Specific Interface Descriptor 
2 DDescriptOrSubType 1 0x06 Union Functional Descriptor 
3 bMasterlnterface 1 OxNN Master Interface 


(Communication Class Interface 
Number 0) 
4 bSlavelnterface 0 1 OxNN Slave Interface 0 


(Data Class Interface Number 1) 
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Offset Field Size Value Description 
N+4 bSlavelnterface N 1 0xNN Slave Interface N 
(Data Class Interface Number N) 
6.3 GL-005 準拠 の Descriptor 


GL005[2] に 記載 され て いる Descriptor の うち 、FOMA 端末 に 実装 され て いる 主 な Descriptor の 概要 を 説明 
する 。 詳細 は 、[2] を 参照 する こと 。 


6.3.1 Mobile Abstract Control Model Specific Functional Descriptor 
Mobile Abstract Control Model Specific Functional Descriptor は 、 各 パイ プ グ ルー プ で サポ ー ト する Mode 
を 示す Descriptor で ある 。 表 6.3-1 に Mobile Abstract Control Model Specific Functional Descriptor を 示 


す 。 


表 6.3-1 Mobile Abstract Control Model Specific Functional Descriptor 


Offset Field Size Value Description 

0 DFunctionLength 1 OxNN Descriptor Size 

1 DDescriptorType 1 0x44 Vendor SDecific Interface 
DeSscriptor 

2 DDescriptorSubtype 1 0x11 Mobile Abstract Control Model 
Specific Descriptor 

3 bType 1 OxNN パイ プ グ ルー プ の Type 名 

4 bMode_0 1 OxNN この パイ プ グ ルー プ で サポ ー ト す 
る Mode 

N+4 | bMode_N 1 OxNN この パイ プ グ ルー プ で サポ ー ト す 

る Mode 
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bType 値 を 表 6.3-2 に 示す 。 詳細 は 、[2] を 参照 する こと 。 


表 6.3-2 bType 値 


Type Value 
Type AB-1 01h 
Type AB-2 02h 
Type AB-5 05h 
Type AB-6 06h 


bMode_N 値 を 表 6.3-3 に 示す 。 詳細 は 、[2] を 参照 する こと 。 


表 6.3-3 bMode_N 値 


Mode Value 

DeActivated 00h 

Modem mode 01h 

AT command control mode 02h 

Object exchange mode 60h 
Reserved (Vendor Specific) C0 て FEh 

Unlinked FFh 
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Z OS テツ アス の 妊 世 
7.1 USB デバ イス の 状態 

7.1-1 に USB デバ イス の 状態 遷移 図 を 示す 。 また 、 各 状態 に 関し て 以下 に 説明 する 。 た だ し 、 詳細 は [3] 
を 参照 する こと 。 


Attached 状態 


Hub Reset 朋 


9 Configured 


Bus Inactivity 


2 RS 
ンー 


Bus Activity 


Deconfigured 


Power 


Powered 状態 Suspended 状態 


Interruption 


Bus Inactivity 


2 SS 


Default 状態 Suspended 状態 


NR シク 


Address Bus Activity 


Assigned Bus Inactivity 


Address 状態 Suspended 状態 


Device SS 2 


Bus Activity 


Deconfigured Device 


Configured 
Bus Inactivity 


| YS 


Configured 状態 Suspended 状態 


KS ン 0 


Bus Actlivity 


7.1-1 USB デバ イス 状態 居 移 
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7.1.1 Attached 状態 /Powered 状態 

「Attached」 状 態 と は デバ イス が USB ホス ト と 物理 的 に 繋が っ て いる が 、 電 源 供 給 され て いな い 状 態 で ある 。 

「Powered」 状 態 と は USB ホス ト か ら USB デバ イス に 電源 供給 され て いる が 、 論 理 的 に は 繋が っ て いな い 状 
態 で ある 。 

USB デバ イス は 電源 供給 が 行わ れ た と き 、「Attached」 状 態 か ら 「Powered」 状 態 へ 変化 する 。 ここ で 、 電源 
供給 する 方 法 は 、Bus-Powered と Self-Powered と の 2 種類 の 方 法 が ある 。 Bus-Powered は 、USB ケー ブル 
を 通し て 、 上 位 の ハブ か USB ホス ト か ら 電 源 供給 を 行う 方 法 で ある 。 こ の 場合 、USB ケー ブル が 繋が っ た と き 
に 電源 供給 が 開始 され る た め 、USB ケー ブル 接続 と 同時 に 「Attached」 状 態 か ら 「Powered」 状 態 へ 変化 する 。 
一 方 、Self-Powered は 、USB デバ イス が 自分 用 の 電源 を 内 蔵 し て いる 方 法 で ある 。 この 場合 、USB ケー ブル 
接続 に 加え て 、USB デバ イス の 電源 ON を 行っ て 始め て 「Powered」 状 態 に な る 。 

「Powered」 状 態 の USB デバ イス は 、USB ホス ト と バス トラ ン ザ クシ ョ ン 通 信 を 行う こと は で き な い 。 バス トラ ン 
ザク ショ ン 通 信 を 行う た め に は 、 次 の 「Default」 状 態 へ 遷移 する 必要 が ある 。 


7.1.2 Default 状態 

「Default」 状 態 と は に 、 デ フォ ルト アド レス に より USB ホス ト と の バス トラ ン ザ クシ ョ ン 通 信 が 可能 な 状態 で ある 。 
USB ホス ト が USB デバ イス の 接続 を 検出 する と 、RESET 信号 を 送信 する 。 USB デバ イス は 、RESET 信号 を 
検出 する と 内 部 リセ ッ ト を 実行 し て 「Default」 状 態 に な る 。 この 時 、USB ホス ト は デフ ォ ル ト ア ドレ ス に より この 
USB デバ イス と の バス トラ ン ザ クシ ョ ン 通 信 が 可能 と な る 。 


7.1.3 Address 状態 

「Address」 状 態 と は 、USB デバ イス に Bus 上 で 固有 の アド レス が 割り 当て られ 、 こ の アド レス に より USB ホ 
スト と の バス トラ ン ザ クシ ョ ン 通 信 が 可能 な 状態 で ある 。 

USB デバ イス が 「Default」 状 態 で あり 、USB ホス ト が USB デバ イス に 対し て 「Get_Descriptor」 を 送信 し た 場 
合 、USB デバ イス は USB ホス ト へ 「Device Descriptor」 の デー タ を 応答 する 。 これ に より USB ホス ト は USB 
デバ イス の デバ イス 構成 を 知る こと が で きる 。 次 に USB ホス ト は 、USB デバ イス に 対し て 、 使 われ て いな い ア ド 
レス を 割り 当て る た め に 「Set_Address」 を 送信 する 。 これ に より 、USB デバ イス は 特定 の アド レス を 持つ こと と 
な る 。 こ の 状態 が 「Address」 状 態 で ある 。 (9.1.1 章 参照 ) 

この よう に 、USB ホス ト が USB デバ イス に 固有 の アド レス を 割り 当て る こと に より 、USB ホス ト は 複数 の USB 
デバ イス と 通信 を 行う こと が 可能 に な る 。 


7.1.4 Configured 状態 

「Configured」 状 態 と は 、、USB デバ イス や エン ド ポ イン ト を 使用 可能 な 状態 へ 設定 し 、 デ ー タ 通信 が 可能 な 状 
態 で ある 。 

「Address」 状 態 に な っ た 後 、USB ホス ト は 「Get_Descriptor」 を 送信 する こと に より 、USB デバ イス か ら 
「Device Descriptor」 や 「Configuration Descriptor」 な どの Device Configuration デー タ を 受信 する 。 USB ホ 
スト は 、 本 情報 を 利用 し て 、USB デバ イス の どの Configuration を 用 いる か を 選択 し 、 選 択 し た Configuration 
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の ID 番号 を 「Set_Configuration」 に より USB デバ イス へ 送信 する 。 Configuration の 指定 が 行わ れる と 、USB 
デバ イス は デバ イス や エン ド ポ イン ト を 使用 可能 な 状態 へ 設定 し 、 デ ー タ 通信 が 行え る 状態 に な る 。 (9.1.2 章 
参照 ) 


7.1.5 Suspended 状態 

USB デバ イス の 消費 電力 を 節約 する た め に 、USB バス が アク ティ ブ で な い 状 態 が 一 定時 間 続 いた 場合 に は 、 
USB デバ イス は 自動 的 に 「Suspended」 状 態 に 入る 。 サ スペ ンド し た 場合 で も 、USB デバ イス は アド レス や 
Configuration 等 の 内 部 状態 を 維持 する 。 


7.2 FOMA 端末 の USB アイ コン 表示 

FOMA 端末 の USB アイ コン 表示 に つい て 説明 する 。 

FOMA 端末 が USB ホス ト と 接続 され 、「Configured」 状 態 ま た は 、「Configured」 状 態 か ら 遷 移し た 
「Suspended」 状 態 で ある 時 、FOMA 端末 画面 上 に USB 接続 を 示す アイ コン (USB アイ コン ) が 表示 され る 。 

上 記 以 外 の 状態 と な っ た 場合 、USB アイ コン は 非 表 示 と な る 。 図 7.2-1 に USB デバ イス 状態 と USB アイ コ 
ン 表 示 の 関係 を 示す 。 


Bus Inactivity 


Address 状態 Suspended 状態 


Device 


OK 2 


Deconfigured Bus Activity 


Device 


Configured 
Bus Inactivity 


Configured 状態 


Bus Activity FOMA 端末 が USB デバ イス と し て 点 
線 内 の 状態 で ある 場合 に 、FOMA 端 
末 画 面 上 に USB アイ コン を 表示 する 


7.2-1 USB デバ イス 状態 と USB アイ コン 表示 の 関係 
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7.3 パイ プ グ ルー プ の 状態 遷移 
パイ プ グ ルー プ の 状態 遷移 に つい て 説明 する 。 USB デバ イス が 前 章 で 説明 し た 「Configured」 状 態 へ 需 移し 
た 後 、 各 パイ プ グ ルー プ が 以下 で 示す 状態 遷移 を 行う こと で 、 各 Mode の 機能 を 使用 可能 な 状態 と な る 。 
7.3-1 に パイ プ グ ルー プ の 状態 遷移 を 示す 。 詳細 は 、[1][2] を 参照 する こと 。 


7.3.1 UnLinked 状態 

「UnLinked」 状 態 と は 、USB ホス ト が パイ プ グ ルー プ で 使用 する Mode を 設定 し て いな い 状 態 で ある 。 

USB デバ イス が 「Configured」 状 態 に な っ た 直後 は 、 す べ て の パイ プ グ ルー プ が 「UnLinked」 状 態 で ある 。 
USB ホス ト が USB デバ イス の 各 機 能 を 使用 する 場合 は 、USB デバ イス を 「Linked」 状 態 を 経て 「Activated」 状 
態 へ 遷移 させ る 必要 が ある 。 

また 、 下記 で 説明 する 「Linked」「Activated」 状 態 時 に USB ホス ト か ら 「CLEAR_LINK」Request (8.1.4 章 参 
照 ) を 受信 する と 、 指定 され た パイ プ グ ルー プ の 状態 は 「UnLinked」 状 態 に な る 。 


7.3.2 Linked 状態 

「Linked」 状 態 と は 、 パ イプ グル ー プ で 使用 する Mode を USB ホス ト が 設定 し て いる 状態 の こと で ある 。 

USB デバ イス が USB ホス ト か ら 「SET_LINK」Request (8.1.3 章 参照 ) を 受信 する と 、 指定 され た パイ プ グ ル 
ー プ の 状態 は 「Linked」 状 態 に な る 。USB ホス ト が USB デバ イス の 各 機 能 を 使用 する 場合 は 、USB デバ イス 
を 「Activated」 状 態 へ 遷移 させ る 必要 が ある 。 

また 、USB デバ イス が 「Activated」 状 態 時 に 、USB ホス ト か ら 「ACTIVATE_MODE(deactivate)」Request を 
受信 する と 、 指定 され た パイ プ グ ルー プ の 状態 は 、「Linked」 状 態 と な る 。 
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7.3.3 Activated 状態 

「Activated」 状 態 と は 、USB ホス ト に より Mode が 設定 され 、Mode で 規定 され た 機能 (Modem、OBEX 等 ) 
が 使用 可能 な 状態 の こと で ある 。 

例え ば 、USB デバ イス が 、USB ホス ト か ら 「ACTIVATE_MODE(Modem)」Request (8.1.1 章 参照 ) を 受信 す 
る と 、 パイ プ グ ルー プ の 状態 は 「Linked」 状 態 か ら 「Activated」 状 態 に な り 、Modem 機能 が 使用 可能 と な る 。 
(9.1.3 章 参照 ) 


(02 Gonfufedi 和 態 。 = は や ニュ そこ で に ロー ピュ に ロモ 1 


UnLinked 状態 


Mode Activated 


CLEAR_LINK 


Linked 状態 


Mode Activated 


2 Mode Deactivated 
思 Activated 状態 


7.3-1 パイ プ グ ルー プ の 状態 遷移 
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と /Mo7 廊 ca7O7 カ 


を 説明 する 。 詳細 は 、[1][2] を 参照 する こと 。 


8.1 


Vendor Specific Reduest 


表 8.1-1 に FOMA 端末 に 実装 され て いる Vendor Specific Request を 示す 。 


表 8.1-1 FOMA 端末 に 実装 され て いる Vendor Specific Request 


bmReduestTyDpe DReduest wValue wlIndex | wLength Data 
01000001B ACTIVATE_MODE Mode Selector | Interface 00 None 
11000001B GET_MODETABLE Connection Interface | Length of | Mode Table 
Model mode (device side) 
Selector table 
01000001B SET_LINK Connection Interface | Length of | Mode Table 
Model mode (Host Side) 
Selector table 
01000001B CLEAR_LINK Connection Interface 00 None 
Model 
selector 


また 、 各 Request の bReduest 値 を 表 8.1-2 に 示す 。 


表 8.1-2 bReguest 値 


DRequest Value 
ACTIVATE_MODE 60h 
GET_MODETABLE 61h 
SET LINK 62h 
CLEAR_LINK 63h 


8.1.1 ACTIVATE_MODE 

ACTIVATE_MODE は 、 指 定 し た mode( 表 6.3-3 参照 ) を 使用 可能 な 状態 に する た め の Request で ある 。 こ の 
Request は 、 あ ら か じ め USB デバ イス が SET_LINK Request に より 「Linked」 状 態 で ある 場合 に 有効 と な る 。 (9.1.3 
章 参照 ) 表 8.1-3 に ACTIVATE_MODE を 示す 。 


表 8.1-3 ACTIVATE_MODE 
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bmReduestType BReduest wValue wlIndex wLength Data 
01000001B ACTIV-ATE_MO Mode Interface 00 な し 
DE Selector 


wValue に 設定 する Mode Selector の フォ ー マ ッ ト を 表 8.1-4 に 示す 。 


表 8.1-4 Mode Selector の フォ ー マ ッ ト 


D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 
Mode Number(bMode_X の 値 ) 
D15 D14 D13 D12 D11 D10 D9 D8 
Reserved(Reset to zero) 


8.1.2 GET_MODETABLE 
GET_MODETABLE は 、USB デバ イス か ら Mode Table (パイ プ グ ルー プ で サポ ー ト する Mode の 一 覧 ) を 取 
得する 際 に 用 いら れる Request で ある 。 表 8.1-5 に GET_MODETABLE を 示す 。 


表 8.1-5 GET MODETABLE 


bmReduestType DReduest wValue wlIndex wLength Data 
11000001B GET_MODETAB | Connection | Interface Length of Mode Table 
LE Model Mode Table | (Device Side) 
Selector 


Mode Table の 値 は 表 8.1-6 を 参照 。Connection Model selector 値 は 表 8.1-9 を 参照 。 


表 8.1-6 Mode Table(Device Side) の フォ ー マ ッ ト 


Offset Field Size Value Description 
0 bTableLength 1 Number | この Mode Table の サイ ズ 
1 bMode_1 1 Number | TA(Mobile Abstract Control Model) ま た は 


MT(Mobile Direct Line Model の 場合 ) が 
サポ ー ト する Mode1 


N bMode_N 1 Number | TA(Mobile Abstract Control Model) ま た は 
MT(Mobile Direct Line Model の 場合 ) が 
サポ ー ト する ModeN 
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8.1.3 SET LINK 
SET LINK は 、USB ホス ト で 使用 する Mode を 、USB デバ イス に 設定 する Request で ある 。 こ の Reduest 
を 受信 し た USB デバ イス は 、「Linked」 状 態 に な る 。 (7.3.2 章 、9.1.2 章 参 照 ) 表 8.1-7 に SET_LINK を 示す 。 


表 8.1-7 SET LINK 


bmReduestType DReduest wValue Windex wLength Data 
01000001B SET_LINK Connection | Interface Length of Mode Table 
Model Mode Table (Host Side) 
Selector 


Data フィ ー ル ド に 入る Mode Table の フォ ー マ ッ ト を 表 8.1-8 に 、Connection model Selector 値 を 表 8.1-9 
に 示す 。 詳細 は 、[2] を 参照 する こと 。 


表 8.1-8 Mode Table(Host Side) の フォ ー マ ッ ト 


Offset Field Size Value Description 
0 bTableLength 1 Number この Mode Table の サイ ズ 
1 bMode_1 1 Number TE(Mobile Abstract Control Model ま た は 


TA(Mobile Direct Line Model の 場合 ) が サ 
ポー ト す る Mode1 


N bMode_N 1 Number TE(Mobile Abstract Control Modell ま た は 
TA(Mobile Direct Line Model の 場合 ) が サ 
ポー ト す る ModeN 


表 8.1-9 Connection model Selector 値 


Connection model Selector Value 
Mobile Abstract Control Model 00h 


8.1.4 CLEAR_LINK 

USB デバ イス が この CLEAR_LINK を 受け 取っ た と き 、SET_LINK に より 設定 され て いた Mode の 値 を クリ 
ア す る 。 これ を 受信 し た 場合 、 そ の パイ プ グ ルー プ は 何 の Mode も 設定 され て いな い 状 態 に な る た め 、 本 コマ ン 
ド 受 信 以 前 に Mode で 定義 され た 機能 は 無効 と な る 。 表 8.1-10 に CLEAR_LINK を 示す 。 
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表 8.1-10 CLEAR_LINK 


bmReduestType DReduest wValue WIndex wLength Data 
01000001B CLEAR_LINK | Connection | Interface 0 None 
8.2 Vendor Specific Notification 


表 8.2-1 に FOMA 端末 に 実装 され て いる Vendor Specific Notification を 示す 。 


表 8.2-1 FOMA 端末 に 実装 され て いる Vendor Specific Notification 


bmReduestType bNotification wValue wlIndex | wLength Data 


11000001B REQUEST_ACKNOWLE High Byte Interface 0 None 

DGE CurreCt 
Mode 

LowByte 
O:NG 
1:OK 


bNotification 値 を 表 8.2-2 に 示す 。 詳細 は 、[2] を 参照 する こと 。 


表 8.2-2 bNotification 値 
DbNotification Value 
REQOUEST_ACKNOWLEDGE 31h 


8.2.1 REQUEST_ACKNOWLEDGE 

8.1 章 で 説明 し た USB Request(SET_LINK 、 CLEAR_LINK 、 ACTIVATE_MODE) が 正しく 処理 され 、 
Request の 要求 が 有効 に な っ た こと を 通知 する た め の Notificaton で ある 。 表 8.2-3 に 
REQUEST_ACKNOWLEDGE に 示す 。 
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表 8.2-3 REOUEST_ACKNOWLEDGE 


bmReduestType bNotification wValue wlndex wLength Data 
11000001B REQOUEST_ACK High Byte Interface 0 None 
NOWLEDGE Current Mode 
LowByte 
O:NG 
1:OK 
wValue に 設定 する REOUEST_ACKNOWLEDGE の フォ ー マ ッ ト を 表 8.2-4 に 示す 。 
表 8.2-4 wValue の フォ ー マ ッ ト 
D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 
00:NG/01:OK 
D15 D14 D13 D12 D11 D10 D9 D8 


Current Mode 


USB デバ イス は USB ホス ト か ら ACTIVATE_MODE、SET_LINK、CLEAR_LINK を 受信 し た 際 、 受 信 後 


10s 以内 に その Request の ステ ー タ スス テー ジ の ACK と し て REQUEST_ACKNOWLEDGE を 応答 する 。 


8.3 Modem mode 
Modem mode で 実装 され て いる 代表 的 な Request、Notification の 機能 に つい て 説明 する 。 
この 章 の Request、Notification に つい て の 詳細 は 、[4] を 参照 する こと 。 


8.3.1 


Class Specific Reduest 


Modem mode に お いて 、FOMA 端末 で 使用 する 代表 的 な CDC Class Specific Request を 表 8.3-1 に 示 


す 。 
表 8.3-1 Class Specific Request 
bmReduestType DReduest wValue wlIndex wLength Data 
00100001B SET_LINE_COD 0 Interface Size Of Line Coding 
ING DrODerties Structure 
00100001B SET_CONTROL Control Interface 0 None 
_LINE_STATE Signal 
Bitmap 
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また 、 各 Request の bReduest 値 を 表 8.3-2 に 示す 。 


表 8.3-2 bRequest Value 


Reduest Value 
SET_LINE_CODING 20h 
SET_CONTROL_LINE_STATE 22h 


8.3.1.1 SET LINE_ CODING 
SET LINE_CODING は 、DTE 速度 , ス トッ プ ビ ッ ト , パ リティ ビッ ト , デ ー タ ビッ ト の 設定 を 行う Reduest で ある 。 
この 設定 は 、Data Class Interface や Endpoint を 流れ る 非同期 バイ トス トリ ー ム デー タ に 対し て 適応 され る 。 


つま り 、 ホス ト か ら デ バイ ス 、 デ バイ ス か ら ホ スト の 両方 向 の デー タ 転 送 に 適応 され る 。 表 8.3-3 に 
SET LINE_CODING を 示す 。 


表 8.3-3 SET LINE_ CODING 


bmReduestType DReduest wValue wlIndex wLength Data 
00100001B SET_LINE_COD 0 Interface Size Of Line Coding 
ING DrODerties Structure 


また 、Line Coding Structure の フォ ー マ ッ ト を 表 8.3-4 に 示す 。 


表 8.3-4 Line Coding Structure の フォ ー マ ッ ト 
Offset Field Size Value 


Desciption 


0 dwDTERate 4 Number Data terminal rate, in bits 


Der SeCond 


4 bCharFormat 1 Number Stop bits 


0-1 Stop bit 
1-1.5 Stop Dits 
2-2 Stop Dits 

5 bParity Type 1 Number Parity 


0-None 
1-Odd 
2-Even 
3-Mark 
4-SDace 
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Offset Field Size Value Desciption 
6 DDataBits 1 Number Data bits(5,6,7,8or16) 


8.3.1.2 SET_CONTROL_LINE_STATE 
SET_CONTROL_LINE_STATE は 、RS-232/V.24 の 制御 信号 を 設定 する た め の Request で ある 。 
表 8.3-.5 に SET_ CONTROL_LINE_STATE を 示す 。 


表 8.3-5 SET CONTROL LINE_STATE 


bmReduestType DReduest wValue wlIndex wLength Data 


00100001B SET_CONTROL Control Interface 0 None 
_LINE_STATE Signal 


Bitmap 


また 、Control Signal Bitmap の フォ ー マ ッ ト を 表 8.3-6 に 示す 。 


表 8.3-6 Control Signal Bitmap の フォ ー マ ッ ト 


Bit position Description 
D15..D2 RESERVED(Reset tO Zero) 
D1 Carrier Control for half duplex modems. This signal corresDonds to 


V.24 signal 105 and RS-232 signal RTS. 
0-Deactivate carrier 
1-Activate Carrler 
The device ignores the value of this bit when operating in full duplex 


mode. 


DO Indicates to DCE if DTE is present or not. This signal corresponds to 
V.24 signal 108/2 and RS-232 signal DTR. 
0-Not Present 


1-Present 


8.3.2 _ Class Specific Notification 
Modem mode に お いて 使用 する 代表 的 な CDC Class Specific Notification を 表 8.3-7 に 示す 。 


表 8.3-7 Class Specific Notification 


bmReduestType bNotification wValue wlIndex wLength Data 
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10100001B 


SERIAL_STATE 


0 Interface 2 


UART State 
bitmaDp 


また 、 各 Notification の bNotification 値 を 表 8.3-8 に 示す 


8.3.2.1 


表 8.3-8 bNotification 値 


Notification 


Value 


SERIAL_STATE 


20h 


SERIAL_STATE 


SERIAL_STATE は 、Modem の 状態 を 、 状 態 が 変化 し た 時 に 通知 する Notification で ある 。 表 8.3-9 に 
UART State bitmap の フォ ー マ ッ ト を 示す 。 


表 8.3-9 UART State bitmap の フォ ー マ ッ ト 


Bits Field Description 
D15..D7 RESERVED(future use) 
D6 bOverRun Received data has been discarded due to overrun in 
the device. 

D5 bParity A parity error has Occurred. 

D4 DFramindg Aframing error has Occurred. 

D3 bRingSignal State of ring Signal detection of the device. 

D2 bBreak State of break detection mechanism of the device. 

D1 bTxCarrier State of transmission Carrier.ThiS Sidnal CcorreSDOnds 
to V.24 signal 106 and RS-232 signal DSR. 

DO0 bRxCarrier State of receiver Carrier detection mechanism of 


device.This signal corresponds to V.24 signal 109 


and RS-232 signal DCD. 
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9 シー クン ス 外 
本 章 で は 、FOMA 端末 を USB ホス ト と 接続 し 、FOMA 端末 が が 実際 に デー タ を 送受 で きる 状態 に な る まで の 
シー ケン ス 例 を 示す 。 


9.1 USB デバ イス 状態 の 遷移 
7 章 で 説明 し た USB デバ イス 状態 の 遷移 の シー ケン ス 例 を 示す 。 


9.1.1 「Disconnected」ー「Address」 の シー ケン ス 例 
「Disconnected」 と は 、USB デバ イス が USB ホス ト と 物理 的 に 繋が っ て いな い 状 態 で ある 。 


USB ホス ト USB デバ イス 


Connect Device to USB Host 


「Attached」 


「Powered]」 


Generate USB BUSRESET 


「Default」 


Get_Descriptor 


Provide Vbus 


Address=0:Device Descriptor 8byte 


Device Descriptor(8Dbyte) 


SetAddress 
(Address=<0 以 外 >) 


「Address」 
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9.1.2 「Address」 一 「Configured」 の シー ケン ス 例 


USB ホス ト USB デバ イス 


「Address」 


(Device Descriptor 18byte) 


Get_Descriptor 


Device Descriptor (18Dyte) 


Get_Descriptor 


(Configuration Descriptor 9byte) 


Configuration Descriptor (9Dyte) 


Get_Descriptor 


Configuration Descriptor <wTotalLength>byte 
(Configuration Descriptor (<wtotalLength>Dbyte) 


Set_Configuration (Configuration) 


「Configured」 
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9.1.3 「Configured」ー「Activated」 の シー ケン ス 例 


USB ホス ト USB デバ イス 


「Configured」 


SET_LINK (<mode_table>) 


REQUEST_ACKNOWLEDGE 
(OK: Linked State) 


ACTIVATE_MODE(<mode>) 


REQUEST_ACKNOWLEDGE 


(OK: Activate State) 


機能 初期 化 
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9.2 Modem mode 


9.2.1 モデ ム OPEN 
Modem mode を 設定 する 場合 の シー ケン ス 例 を 以下 に 示す 。 


上 位 ア プリ ケー ショ ン パイ プ グ ルー プ 


OPEN 要求 6 ACTIVATE_MODE (Modem) 
OPEN 可能 ? 


REQUEST_ACKNOWLEDGE NG OK 


OPEN 失敗 NG: deactivated 


REQUEST_ACKNOWLEDGE 
OK: Modem 


Activated Activated 


(Modem) (Modem) 


OPEN 成功 


SET_LINE_CODING 
一 一 一 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 覧 - 


SET_CONTROL_LINE_STATE 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 一 防 - 


SERIAL_STATE 
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パイ プ グ ルー プ 


OUT( バ ルク 転送 OUT パ イプ ) 


DATA( デ ー タ ) 


ACK 


IN( バ ルク 転送 IN パイ プ ) 


NAK 


IN( バ ルク 転送 IN パイ プ ) 


OPEN 後 は IN トー クン 常 
時 発行 NAS 


IN( バ ルク 転送 IN パイ プ ) 


NAK 
IN( バ ルク 転送 IN パイ プ ) 携帯 電話 か ら 送 る デ 
ー タ が ある 場合 に は 
DATA( デ ー 
NZ IN トー クン の 際 に 送 
イベ ント 通知 
デー タ 読 み 込み 
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9.2.3 モデ ム CLOSE 
Modem mode を 無効 に する 場合 の シー ケン ス 例 を 以下 に 示す 。 


上 位 ア プリ ケー ショ ン パイ プ グ ルー プ 


Activated Activated 


(Modem) (Modem) 


CLOSE 要求 


ACTIVATE_MODE (deactivate) 


REQUEST_ACKNOWLEDGE 


CLOSE 成功 
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9.3 Object exchange mode 


9.3.1 OBEX OPEN 

Object exchange mode を 設定 する 場合 の シー ケン ス 例 を 以下 に 示す 。 

USB ホス ト か ら の ACTIVATE_MODE(OBEX) に 対し て 、REQOUEST_ACKNOWLEDGE(OK) を 送信 する と 、 
OBEX パイ プ が OPEN 状態 に な る 。 この と き 、USB ホス ト か ら の OBEX CONNECT 要求 に 対し て 対応 で きる 
状態 で ある 。 


上 位 ア プリ ケー ショ ン パイ プ グ ルー プ 


OPEN 要求 
ACTIVATE_MODE (OBEX) 
OPEN 可能 ? 
REQUEST_ACKNOWLEDGE OK 
NG: deactivated 
OPEN 失敗 
REQUEST_ACKNOWLEDGE 
Activated Activated 
(OBEX) (OBEX) 
OPEN 成功 
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パイ プ グ ルー プ 


還 計 OUT( バ ルク 転送 OUT パ イプ ) 


DATA(OBEX フ レー ム ) 


IN( バ ルク 転送 IN パイ プ ) 


NAK 


IN( バ ルク 転送 IN パイ プ ) 


OPENCommlFEx() 送 
信 後 は IN トー クン 常時 NAK 
発行 
M IN( バ ルク 転送 IN パイ プ ) 
NAK 
IN( バ ルク 転送 IN パイ プ ) 携帯 電話 か ら 送 る 
デー タ が ある 場合 
DATA(OBEX フ レー ム ) 
に は IN トー クン の 
ACK 際 に 送信 する 


イベ ント 通知 
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9.3.3 OBEX CLOSE 
Object exchange mode を 無効 に する 場合 の シー ケン ス 例 を 以下 に 示す 。 


上 位 ア プリ ケー ショ ン パイ プ グ ルー プ 


Activated Activated 


(OBEX) (OBEX) 


CLOSE 要求 


ACTIVATE_MODE (deactivated) 


REQUEST_ACKNOWLEDGE 


CLOSE 成功 


= 
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9.4 AT command control mode 


9.4.1 AT コマ ンド OPEN 


AT command control mode を 設定 する 場合 の シー ケン ス 例 を 以下 に 示す 。 


上 位 ア プリ ケー ショ ン パイ プ グ ルー プ 


OPEN 要求 ACTIVATE_MODE (AT Command 


Control) 


OPEN 失敗 NG: deactivated 


REQUEST_ACKNOWLEDGE 


OK: AT Command Control 


Activated 


Activated 


(AT Command 


(AT Command 
Control) 


Control) 


OPEN 成功 
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9.4.2 AT コマ ンド デー タ 送 受信 
AT コマ ンド を 送受 する 場合 の シー ケン ス 例 を 以下 に 示す 。 (エコ ー バ ッ ク 有 り の 場合 ) 


上 位 ア プリ ケー ショ ン パイ プ グ ルー プ 


Activated 


Activated 
(AT Command 


(AT Command 
Control) 


Control) 


*AT こ 9 
R SEND_ENCAPSULATED 
_COMMAND ("AT 


RESPONSE_AVAILABLE 


GET_ENCAPSULATED 
_RESPONSE 


g AT p 
RESPONSE_AVAILABLE 
GET_ENCAPSULATED 
_RESPONSE 
EICE 
RFOKgE 
CE CE 
RFOKsE 
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9.4.3 AT コマ ンド CLOSE 
AT command control mode を 無効 に する 場合 の シー ケン ス 例 を 以下 に 示す 。 


上 位 ア プリ ケー ショ ン パイ プ グ ルー プ 


Activated Activated 


(AT Command (AT Command 


Control) Control) 


ACTIVATE_MODE (deactivate) 


REQUEST_ACKNOWLEDGE 
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記載 個所 | 種別 変更 内 容 変更 前 

1.0 初版 

【 隊 | 削除 「FOMA サ ービス を 利用 する た め の 技 術 参 考 資 

5.1 料 」 を 参考 資料 か ら 削除 。 
また 、 参 照 し て いた 文章 を 削除 。 
能 測 多 正 TA 機能 部 、MT 機 能 部 と いう 表現 に 修正 。 TAF、MTF 
5 

本 多 IN 多 正 初め の 文章 を 「USB デ バイ ス は 、( ひ と つの ) 「USB デ バイ ス ( ひ と つの )Device 
Device Descriptor を 有する 。」 に 修正 。 Descriptor を 有する 。」 

川 N68NS 多 正 Interface Descriptor の 説明 に 誤記 が あっ た た | 「Configuration Descriptor の 構成 要素 
め 修正 。 の 一 つ で あり 、 各 Configuration 
Configuration の 構成 要素 、Configuration に | Descriptor に は 最低 1 つの Interface 
ー つ は 含ま れる こと を 明記 。 Descriptor が 含ま れる 。」 

1.1 |6.14 多 正 条件 を 明確 に する た め に 注記 を 追加 。 

「 転 送 方 向 が OUT の 場合 」 

作 和 め 昌光 多 正 USBCDC 準 拠 の Descriptor の 説明 の 誤記 を | 「Communication Class Interface の 一 
修正 。 つ で ある 。」 
「Communication Interface Class の 一 つ で あ 
る 。」 

名 中 638 沖 多 正 誤記 を 修正 。 

「 こ の Descriptor は 、Communication Class 
Interface の Descriptor の ひと つ で ある 。」 の 一 
文 を 削除 。 

1.1 | 6.3.1 多 止 Mobile Abstract Control Model Specific 
Functional Descriptor の b_Mode 値 を 示す 表 
番号 を 修正 ( 表 6.3-3 一 表 6.3-2) 

(ISSI2 多 正 「 ま た 、USB デ バイ ス が 「Activated」 状 態 時 に 、|「 ま た 、USB デ バイ ス が USB ホ スト か ら 
USB ホ スト か ら 「ACTIVATE_MODE(deactivate)」 
「ACTIVATE_MODE(deactivate)」Request を | Request を 受信 する と 、 指定 され た パイ 
受信 する と 、 指定 され た パイ プ グ ルー プ の 状 | プ グ ルー プ の 状態 は 、「Linked」 状 態 へ 
態 は 、「Linked」 状 態 と な る 。 」 遷移 する 。」 

貞 呈 。 98 多 正 SET LINE_CODING の 説明 を 修正 。 

BSS2 0 多 正 SERIAL_STATE の 説明 を 修正 。 
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記載 個所 | 種別 変更 内 容 


変更 前 


1.1 


9.1.2 多 止 Get_Descriptor(Configuration 
Descriptor(<wtotalLength>byte)) の 移動 機 
側 か ら の 応答 を 「Configuration 
Descriptor(<wtotalLength)」 に 修正 。 


「Device Descriptor(<wtotalLength)」」 


中 


全体 多 正 適切 な 表現 と する た め の 微 細 な 修正 。 
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ご 注意 

(1) 本 資料 の 内 容 の 一 部 また は 全部 を 無断 で 転載 及び 複製 する こと は 禁止 され て いま す 。 

(2) 本 資料 に 記載 され た 動作 等 は 、 装 置 の 機能 追加 な ど に より 追加 ・ 変 更 さ れる こと が あり ます 。 
(3) 本 資料 は 予告 な く 改版 され る こと が あり ます 。 


( 不 許 複製 ・ 禁 転載 ) 
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